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I はじめに
1 教育目標（校訓） ・教育方針

【校訓］ 自分で考え、自分で計画し 勇気をもって実践しよう。

己にうちかち他を愛し 真善美を求めよう。

【教育方針】

◇ 高い知性と豊かな情操を備え、強い意志をもって真 ・善・美を追求する人間を

育成する。

◇ 思虚に富み、善悪の判断を誤らず、誠実 ・勤勉で、自主性をしつかり身に付けた人間

を育成する。

◇ 教師や友人との親和を重んじ、共同生活における自らの立場と使命を自党し、社会

の有能にして望ましい形成者となる人間を育成する。

◇ 明朗活発な気性と堅忍持久の精神をもって、志すところを貰徹してゆく実行力を備

え、強健な身体をもつ人間を育成する。

2 学校評価委員会

校長 ・副校長 ・教頭 ・教務部 (3名）で組織する。

II 学校評価実施計画
1 目的

(1)本校における教育活動等の成果を検証し、必要な改善 ・支援を行うことにより生徒がよ

りよい教育活動等を享受できるよう、学校運営の改善と発展を目指ずo

(2)学校運営に関する保護者等の関心に対し適切に説明責任を果たすとともに、学校の状況

に関して共通理解す・ることにより、相互の連携協力の促進を図る。

(3) よりよい学校づくりやよりよい生徒づくりに向けて、アカウンタビリティ（説明責任）

や行為責任、結果責任を含めて、教員の意識改革の機会とするとともに、教員の質の向上

と関係者との継続的 • 発展的な協働のための情報の共有 ・ コミュニケーションのツールと

して生かす。

2 実施方法

(1)匝言
・全教員（アンケート、職員会議）

(2)厨価アンケート（生徒、保護者対象） 1 

・全生徒

・全保護者

(s) I自己評価、評価アンケートの結果について評価する学校関係者評価I
・学校評議員会

・PTA役員会
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3 評価方法

(1)教員、生徒、保護者への評価アンケート ※無記名で実施。

・質問紙法による 4段階評価（ 「あてはまる」 「だいたいあてはまる」 「あまりあてはま

らない」 「あてはまらない」）とし、記述を求める質問は作らなかった。 （保護者には

「わからない」の回答選択あり）

・回答はオンライン（グーグルクラスルーム・ Forms)により行った。

(2) 学校評議員会での評価

・年 2回の学校評議員会で、学校の概況報告を行うとともに、生徒や保護者による評価ア

ンケートの結果と教員の自己評価の結果、並びに、全国学カ・学習状況調査等の諸調査

の結果を提供し、各評議員から意見を伺った。

(3) PTA役員会での評価

・年8回の役員会で、学校運営全般及び重点目標について、適宜、意見を伺った。

4 学校評価結果の公開等について
(1)公開

・教員（職員会議）

・学校評議員会

・PTA役員会

・保護者（保護者向けのたより）

(2)結果の報告・活用等

・文部科学省等の公的機関の調査

5 実施の流れ

4月～5月

10月

11月

11月～2月

2月～ 3月

・重点目標の設定

・目標達成に必要な評価項目、指標等の設定

教員アンケート、生徒ァンケート、保護者アンケー ト

自己評価

（職員会議）

・改善策の整理

・改善の実施

学校関係者評価

(PTA役員 ・学校評議員）
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・報告書の作成

・来年度の目標設定、具体的な取組の検討
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6 重点目標

本校の教育目標の根幹は「校訓」にあり、本校の目指す生徒像はここに表れていると捉え、

今年度も、次の 2点を本校が目指す生徒像とした。

・自分で考え、自分で計画し、勇気をもって実践する生徒

．己にうちかち他を愛し、真善美を求める生徒

このような生徒を育成することを学校の教育目標として、この具現化を目指して指導に当

たっている。

本校にとっての課題を改善するため、昨年度の学校評価の結果も踏まえて、重点目標を設

定した。

く重点目標 1> 「授業や諸活動への自立した取組」

く重点目標2> 「クロムブックの利用や情報発信の適切な活用」

く重点目標3> 「生活面に関する意識向上」

学校全般を見渡し、 「校訓」および研究主題 「主体性の商まりをめざす課題学習」を意識

して、 「目標をもって学校生活を送っている」かの評価を行う。

7 評価項目

評価項目は、重点目標に合わせることはもとより、質問を具体的な表現にすること、質問

の対象者が誰なのかが分かるように質問の仕方を工夫すること等に留意して決定した。

また、教員、生徒、 保護者で共通する評価項目は、三者の結果を比較し、それぞれの意識

の違いに注目して課題を見付け出せるようにした。 【資料A】

m 評価結果の活用について

1 結果の分析と実践

今年度も、設定した重点目標の内容に合わせて評価項目を設定し、評価を行った。

【資料B】 【資料C】

(1)重点目標 1 「授業や諸活動への自立した取組」について

9割以上の生徒が学習規律を守り、学習内容を理解して意欲的に授業に参加できていると

回答し、目標をもって学校生活を送っている生徒も 8割を超えた。普段の授業やキャリア教

育等の充実がうかがえる。

一方、授業で自分の考えを述べたり、クラスで討厳したりして、自分の考えを深めている

と回答する生徒は8割に及ばない。授業を基盤として、より主体的な生徒を育成していくた

めの手立てについて、生徒の姿を基にした授業研究等を継続して行っていく必要である。

(2)重点目標 2 「クロムブックの利用や情報発信の適切な活用」について

クロムブックをルールを守って利用しているかについては、良好であると答えた保護者が

9割近くいることから家庭においても概ね正しく使用していると考えられる。家庭学習に役

立てていると回答する生徒 ・保護者は 7割を超え、教員の家庭学習への活用についての指導

ができている割合も増加し、授業での指沌と関連付けて、家庭学習にクロムブックを効果的

に活用してきた成果が表れている。

「ホームページやお知らせメール等、学校の活動や情報を知るのに役立っている」と回答

する保護者の数値が昨年と比較して上がっている。グーグルクラスルームによる情報確認が

定着してきたと考えられる。

一方で 「保護者から学校へ困ったことがあった場合に相談できる雰囲気がある」と回答す

る保護者は8割程度である。三者懇談会に限らず、家庭で気付かれた生徒の変化等を早い段

階で共通理解できるような関係を教員と保護者の間で築いていけるよう努めていきたい。
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(3)重点目標 3 「生活面に関する意識向上」について

交通ルールやマナーの遵守については教員と生徒 ・保護者の間に大きな捉えの違いがある。

生徒自身が場面に合わせて適切な判断ができるような指導を継続的に行う必要がある。また、

持ち物の管理については、否定的な回答をする教員 • 生徒 ・ 保護者が約 2~3割であった。

学年懇談会等を通して学校での実態を伝え、家庭とも連携しながら、指導方法を検討してい

きたい。

保護者には、評価の結果と考察及び課題解決のための今後の取組について、文書で知らせた。

【資料 D】

2 実践状況の振り返りと次年度への提案

評価結果の分析を受けて、学年や分掌等で実践してきたことを年度末に振り返った。昨年

度まで、そして今年度と、継続して取り組んできたことに成果は出てきている。しかし、改

善の余地はあり、来年度も継続して取り組んでいく必要がある。

• (1) 重点目標 1 「授業や諸活動への自立した取組」について

•各学年の発達段階に応じたキャリア学習を推進していくとともに、 今後も継続して主体

性の高まりを目指す授業研究を進めていくこと。

(2)重点目標2 「クロムブックの利用や情報発信の適切な活用」について

・クロムブックの使い方について、学級や学年で継続した指導を行っていくとともに、生

徒会活動等を通して、インターネットとの付き合い方について生徒に考えさせていく取

組を進めていくこと。

•各教科担当でクロムブックを活用した授業や家庭学習について実践研究を進めること。

・三者懇談会等だけでなく、生徒の変化について、早い段階で学校と保護者が共有できる

関係づくりに努めること。

(3)重点目標3 「生活面に関する意識向上」について

•これらの場面において本校の目指す生徒像を生徒と改めて共有し、粘り強い指導を行う

こと。

• 生徒会活動を中心に、生徒発信型の意識向上の取組を引き続き図っていくこと。

◇添付資料

【資料A】

【資料B】

【資料C】

【資料D】

学校評価アンケート質問項目

学校評価アンケート結果 全体集計

学校評価アンケー トについての考察

令和6年度学校評価の結果について（保護者配付）
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【資料A】令和6年度学校評価アンケート項目

生徒用アンケー ト 保護者用アンケー ト 教員用アンケート

1-1 は・家十庭分学で習あのる進。め方（時間・方法など）について、教科担当の先生からの説明 ・家庭学習の進め方（時間・方法など）について、教科担当教師からの説明は •あなたは、教科の家庭学習の進め方（時間・方法など）について、生徒に十分
十分である。 に説明している。

1-2 ・定期考査前に、計画表を活用して見通しをもった学習を行っている。
•お子さんは、定期考査前に、計画表を活用して見通しをもった学習を行って •あなたは、定期考査前に、計画表を活用して見通しをもった学習を行うよう説
いる一 1明していろ

1 3 •あなたは授業の予習や復習など、家庭学習の時Ill している。 ・な工~士んは坦蓋の予習や復習かジ宝咋学齊の 日 —·している＾ •生徒は授業の予宵や復習t汐家底学晋の時。 一ーしている

1-4 ば悶‘、ら出される家庭学習の量は適切である。（少ないは①、 適切であるは |②•学、校適か切らで出あさるれはる③家、庭や学や習多のい量は④は適、多切いではあ⑤る）。（少ないは①、やや少ないは •あなたが出している家庭学習の量は適切である。（少ない①、やや少ない②、
は③吝マークしてください．） I適切であるは③｀やや多い④、多い⑤）

1-5 あなたはクロ ムブックをル ルキ守って使っている＾ • お子さんは、クロ ムブックをル ルを守って使っている •生徒はクロ ムブックをル ル吝守って使っている。

1-6 あなたはクロームブックを家庭学習に役立てている •お子さんは、クロームブックを家庭学習に役立てている。
•あなたは、クロームブックを家庭学習に役立てることができるように指導してい

る＾

2-1 • あなたは、清掃担当場所の望ましい清掃の仕方を理解し、実践している。
•あなたは、清掃担当場所の生徒に望ましい清掃の仕方を理解させ、実践させ
ている。

2-2 •あなたは清掃活動に積極的に取り組んでいる。 •生徒は清掃活動に積極的に取り組んでいる

3-1 ・保護者から学校へ、困ったことがあった場合に相談できる雰囲気がある。 •あなたは、保護者から気軽に相談できる雰囲気づくりを積極的にしている。

3-2 
・学校から配布または保護者クフスルームで案内された情報は確実に確認し
ている。

3-3 
・ホームベージや保護者クっスルーム等は、学校の活動や情報を知るのに役
立っている

4-1 や•あ資な料たのはフ、後ァイ任リのン分掌担当者への引継ぎを十分に行っている。（確実な伝達
ア グなど）

4 2 •前任者から引き継いだファイルはスム ズに するのに十分である．

4-3 
•あなたは、企画立案の際、前年度までの取り組みのよさを生かしながら、自分
なりの工夫・改善をはかっている。

5-1 
・学校の授業では、学習規律（私語をしない、授業開始時間を守るなど）が守 •あなたの授業では、学習規律 （私語をしない、授業開始時間を守るなど）が守

1られている。 られている。
5 2 •あなたは 理解できていみ •お子さんは授業内容を理解できていス •あなたの授業では牛桔が授業内容吝丑鯰する工夫吝1 ていぶ

5-3 分•あのな考たえはを、深授め業てにいおるい。て自分の考えを述べたり、クフスで討議したりして、自 • あなたの授業では、生徒が自分の考えを述べたり、クフスで討謙したりするな
どして、自分の考え吝深められる工夫吝している＾

5 4 ・学校の授業では学習課題を理舷し意欲的に取U紐かことができていろー ・学校は授業に意欲的に取U紐めるような努力をしている一 •あなたは生徒が意欲的に授業に取り組めるような工夫をしていみ

5-5 •あなたは、テストの結果や通知表などを、その後の学習に生かしている。 •お子さんは、テストの結果や通知表などを、その後の学習に生かしている。
•あなたは、テストの結果などを、生徒がその後の学習に生かすための具体的
な指導をしていぶ

5-6 •あなたは目標をもって学校生活を送っている． •お子さんは目標をもって学校生活を送っていス •生徒は目標吝もって学校生活を送っていみ

5-7 
•あなたは、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど） ができてい •お子さんは、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができてい •生徒は、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができている。
る。 る。

5-8 り• あ方な、た歩は道、の交歩通きル方ー）をル守やっマてナいーる（。公共交通機関の利用の仕方、自転車の乗 • お子さんは、交通ルールや公共の場でのマナーを守っている。 •生徒は交通ルールやマナーを守っている。

5-9 •あなたは、時と場合に応じた言葉退いや行動を心がけている。 •お子さんは、時と場合に応じた言葉遭いや行動ができている。 •生徒は時と場合に応じた言葉遺いや行動を心がけていス
5-10 • あなたは、ほかの人に思いやりの心をもって接している。 •お子さんはほかの人に思いやりの心をもって接している。 •生徒はほかの人に思いやりの心をもって接していろ

5-11 •あなたには、悩み事や困ったことがあったとき、相校できる相手がいる。 •お子さんには、倍み事や困ったことがあったとき、相談できる相手がいる。 マ•生方徒、z、Lとって、あなたは、悩み事や困ったことがあったときに相談できる相手

5-12 
•あな、zた、-は、育てたい生徒像をしつかりと意識して指導（学習指導•生徒指導） し
てし

5-14 
• あなたは、あいさつをすべき場面で、相手に気持ちが伝わるあいさつができ •お子さんは、あいさつをすべき場面で、相手に気持ちが伝わるあいさつをし •生徒は、あいさつをすぺき場面で、 相手に気持ちが伝わるあいさつができてい

ている。 ている。 る。 ・



令和6年度学校アンケート結果 全体集計

＜項目 1>家庭学習の充実に関する指導の工夫

教 1-1あなたは、教科の家庭学習の進め方 （時間方法など）について、生徒に十分に説明している。

生 1:_ 1家庭学習の進め方（時間方法など）について、教科担当の先生からの説明は十分である。 ．

保 1-1家庭学習の進め方（時間方法など）について、教科担当教師からの説明は十分である。

教員 生徒 保護者

単位：％

あてはまる 40.0 36.4 23.8 ゜` l聞 2帽 3聞 磁 5蒻砥暉 8関 9闘 1

だいたいあてはまる 50.0 52.3 55.3 
あまりあてはまらない 10.0 9.9 19.9 
あてはまらない 0.0 1.3 2.8 

保::l’I I I I I I I I 11 , I I I ,II’I I I II I I I I I , I I I 1, I 1:'］＇:：＇I::'-::':']1111-ニニ1-マーーニーロー1ニl1 」
教 1-2あなたは、定期考査前に、計画表を活用して見通しをもった学習を行うよう説明している。

生 1-2定期考査前に、計画表を活用して見通しをもった学習を行っている。

保 1-2お子さんは、定期考査前に、計画表を活用して見通しをもった学習を行っている。

教員 生徒 保護者

あてはまる 50.0 28.7 21.1 
だいたいあてはまる 45.0 39.7 48.8 
あまりあてはまらない 5.0 26.5 22.7 
あてはまらない 0.0 5.1 9.3 

聞暉 2聞 30% 砥 5聞 6聞 7関 8傭 9閲 1暉

保::l]]1]]]]]!:']]]]]]]'.:9::':':''.IIIIl 磁IIII•II I.1-III •I• III9, .三三三1• I - | ． ．I ニ」

教 1-3生徒は、授業の予習や復習など、家庭学習の時間を確保している。

生 1-3あなたは、授業の予習や復習など、家庭学習の時間を確保している。

保 1-3お子さんは、授業の予習や復習など、家庭学習の時間を確保している。

教員 生徒 保護者

あてはまる 20.0 31.1 22.0 
だいたいあてはまる 55.0 46.1 44.7 
あまりあてはまらない 25.0 18.3 27.3 
あてはまらない 0.0 4.4 7.9 

0% 1”‘20  3”‘ 血 50% 6の 70% 80% 90% 1 =』

保::l’1]]]]]: I ]]]]]]'1I:'119 9 11 -1| 恥•こ］二三三］二：三·99 ［^， ．Il l 1二I
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【資料B】

Dあてはまる

0だいたいあてはまる

Dあまりあてはまらない

●あてはまらない

Dあてはまる

0だいたいあてはまる

Dあまりあてはまらない

●あてはまらない

Dあてはまる

0だいたいあてはまる

,Dあまりあてはまらない

●あてはまらない



教 1-4あなたが出している家庭学習の量は適切である。（少ない①、

生 1-4学校から出される家庭学習の塁は適切である。（少ないは①、

保 1-4学校から出される家庭学習の量は適切である。（少ないは①、

やや少ない②、適切であるは③、やや多い④、 多い⑤）

適切であるは②、多いは③をマークしてください。）

やや少ないは②、適切であるは③、やや多いは④、多いは⑤）

教員 生徒 保護者

多い 0.0 22.5 1.4 
やや多い 5.0 ／ 15.0 
適切である 60.0 73.1 69.9 
やや少ない 30.0 ／ 11.3 
少ない 5.0 4.4 4.2 

11多い

0% 10 20% 30% 40 50% 60 7ぼ 8”‘ 90 100% 

i: I"",グ9:ググロ［，口9 、Jr,9 」,r,9 ,9[ 『'̂  -:こ」““：上， ／i 

0やや多い

0適切である

0やや少ない

■少ない

教 1-5生徒は、クロームブックをルールを守って使っている。

生 1-5あなたはクロ ームブックをルールを守って使っている。

保 1-5お子さんは、クロームブックをルールを守って使っている。

教員 生徒 保護者

あてはまる 15.0 61.4 44.7 
だいたいあてはまる 80.0 32.2 42.4 
あまりあてはまらない 0.0 5.3 11.1 
あてはまらない 5.0 1.1 3.7 

゜ ｀ 暉 2侃 3偏 4関 50% 6謂 7償

保::II , I I I I ,I I I I I I’I I I I,,:’:'’::'1]']―':'IIIII:9:’ III"'’"'"’'ニ□三□..

80̀  90 

三
Dあてはまる

0だいたいあてはまる

Dあまりあてはまらない

•ぁてはまらない

教 1-6あなたは、クロームブックを家庭学習に役立てることができるように指導している。

生 1-6あなたはクロームブックを家庭学習に役立てている

保 1-6お子さんは、クロームブックを家庭学習に役立てている。

教員 生徒 保護者

あてはまる 20.0 48.6 31.5 
だいたいあてはまる 55.0 30.2 43.5 
あまりあてはまらない 20.0 14.8 21.8 
あてはまらない 5.0 6.4 5.1 

°" 1閲 20% 3償 4聞 5関 6帽 7償 80̀

保::I:'I I , I I I I I, I 1I’I , I I , , 'I :III:'II::'1--:I’111111 111 • ．IIIII島|--三ニー上ャl心ニ・ ー 11 『
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＜項目2>清掃に積極的に取 り組もうとする態度の育成

教2-1あなたは、清掃担当場所の生徒に望ましい清掃の仕方を理解させ、実践させている。

生 2-1あなたは、清掃担当場所の望ましい清掃の仕方を理解し、実践している。

教員 生徒 保護者

あてはまる 40.0 59.4 ／ 

だいたいあてはまる 45.0 36.2 ／ 

あまりあてはまらない 15.0 4.2 ／ 

あてはまらない 0.0 0.2 ／ 

ぼ 10` 磁 3傭 4関 5償 6関 7ぼ 8閲 9ぼ 1

:: |II 1 | | | I I I I | | |II| I I I I I | | | 1 | | | | :| | | | | I | | | | | | I I | 1 | | | | 1 | | 1 | Q|||.|[l1|| |̀□I l［ロ1 |.|]1 .|.|| | |..l/‘．、二x ーニ—ここ．41 
教 2- 2生徒は清掃活動に積極的に取り組んでいる。
生 2-2あなたは、清掃活動に積極的に取り組んでいる。

教員 生徒 保護者

あてはまる 25.0 61.6 ／ 

だいたいあてはまる 60.0 32.5 ，，，，，， 

あまりあてはまらない 15.0 5.7 ／ 

あてはまらない 0.0 0.2 ／ 

ぼ 10̀ 2狐 3聞 4聞 5ぼ 6関 7閲 8償 9関 1磁

:: IIII|1 1 | 1 I I I I I | |1|I | | | | | | I | l I 1 1|:| I | I | 1|1||1| 1 ||1||||1||| l |||1||||. ||. |1--|、|マ. | I•一下ロニ—、□ I
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＜項目 3>家庭への情報発信の充実

教3-1 あなたは、保護者から気軽に相談できる雰囲気づくりを積極的にしている。

保3-1 保護者から学校へ、困ったことがあった場合に相談できる雰囲気がある。
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保3-2学校から配布または保護者クラスルームで案内された情報は確実に確認している。

あてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない

= 1..... ......,保護者

30.6 
56.7 
11.8 : 
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保護者
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■あてはまらない

保3-3ホームページや保護者クラスルーム等は、学校の活動や情報を知るのに役立っている。

あてはまる
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あまりあてはまらない

あてはまらない
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＜項目 4>見通しをもった仕事と引継ぎの充実

教4-1あなたは、後任の分掌担当者への引継ぎを十分に行っている。（確実な伝達や資料のファイリングなど）
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ほ4-2前任者から引き継いだファイルは、スムーズに仕事をするのに十分である。
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教4-3あなたは、企画立案の際、前年度までの取り組みのよさを生かしながら、自分なりの工夫改善をはかっている。

あてはまる
だいたいあてはまる

あまりあてはまらない
あてはまらない
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＜項目 5>学校全般に関すること

教5-1 あなたの授業では、学習規律（私語をしない、授業開始時間を守るなど）が守られている。
生5-1 学校の授業では、学習規律（私語をしない、授業開始時間を守るなど）が守られている。

あてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない

冒護者 ”‘1mi 20 30 4o a 
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教5-2あなたの授業では、生徒が授業内容を理解する工夫をしている。
生5-2あなたは、授業内容を理解できている。
保5-2お子さんは、授業内容を理解できている。
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あまりあてはまらない

あてはまらない
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教5-3あなたの授業では、生徒が自分の考えを述べたり、クラスで討議したりするなどして、自分の考えを深められる工夫をしている。
生5-3あなたは、授業において自分の考えを述べたり、クラスで討議したりして、自分の考えを深めている。
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だいたいあてはまる
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教5-4あなたは、生徒が意欲的に授業に取り組めるような工夫をしている。
生5-4学校の授業では、学習課題を理解し、意欲的に取り組むことができている。
保5-4学校は、授業に意欲的に取り組めるような努力をしている。

教員 生徒 保護者

あてはまる 30.0 51.4 36.8 
だいたいあてはまる 70.0 42.8 57.6 
あまりあてはまらない 0.0 4.9 6.3 
あてはまらない 0.0 0.9 1.2 

ぼ 1濱 2偏 3傭 4関 5“ 磁 7関 8傭 9傭

保::|1]]]]],1I’]]]]]1I]]]]]]1I:'::':'.IIIIIII•." 三ーて三二`‘^三1 へ人二

教5-5あなたは、テストの結果などを、生徒がその後の学習に生かすための具体的な指導をしている。
生5-5あなたは、テストの結果や通知表などを、その後の学習に生かしている。
保5-_5お子さんは、テストの結果や通知表などを、その後の学習に生かしている。

1四＇

あてはまる 言 閲 l閲 2聞 3聞磁 5“ 紐 7聞 8侃螂 l暉

保::ll]]]]]]]]]]]1'I＇，I]]]]:::'I,：三1:'111911 三三王・・、 ：：ニコこ、1、 ， ルl|-
だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない

教5-6生徒は、目標をもって学校生活を送っている。
生5-6あなたは、目標をもって学校生活を送っている。
保5-6お子さんは、目標をもって学校生活を送っている。

教員 生徒 保護者

霞あてはまる
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0あまりあてはまらない

•あてはまらない

11あてはまる
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あてはまる 25.0 45.3 33.6 傭 101 2湛 3償磁 5澤 6傭 7償諏 9傭
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1四 I 口あてはまる

だいたいあてはまる 65.0 38.4 
あまりあてはまらない 10.0 11.0 
あてはまらない 0.0 5.3 
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教5-7
生5-7
保5-7

生徒は、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができている。
あなたは、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができている。一
お子さんは、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができている__Q_

あてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない
罰 聞 l聞 2関 3暉“`四
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教5-8生徒は交通ルールやマナーを守っている。
生5-8あなたは、交通ルールやマナー（公共交通機関の利用の仕方、自転車の乗り方、歩道の歩き方）を守っている。
保5-8お子さんは、交通ルールや公共の場でのマナーを守っている。

教5-9
生5-9
保5-9

あてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない
闘 ＂叫 2聞 3蒻姻 5“ 紐 7聞 8聞
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生徒は時と場合に応じた言葉遣いや行動を心がけている。
あなたは、時と場合に応じた言葉遣いや行動を心がけている。
お子さんは、時と場合に応じた言葉遣いや行動ができている。

あてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない
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教5-10生徒は、ほかの人に思いやりの心をもって接している。
生5-10あなたは、ほかの人に思いやりの心をもって接している。
保5-10お子さんは、ほかの人に思いやりの心をもって接している。
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教5-11生徒にとって、あなたは、悩み事や困ったことがあったときに相談できる相手である。
生5-11あなたには、悩み事や困ったことがあったとき、相談できる相手がいる。
保5-11お子さんには、悩み事や困ったことがあったとき、相談できる相手がいる。

教員 生徒 保護者

あてはまる 20.0 57.4 41.7 
だいたいあてはまる 65.0 29.4 50.9 
あまりあてはまらない 15.0 9.1 8.3 
あてはまらない 0.0 4.2 0.9 
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l教5-12あなたは、育てたい生徒像をしっかりと意識して指導（学習指導生徒指導）している。
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教5-14生徒は、あいさつをすべき場面で、相手に気持ちが伝わるあいさつができている。
生5-14あなたは、あいさつをすべき場面で、相手に気持ちが伝わるあいさつができている。
保5-14お子さんは、あいさつをすべき場面で、＿相手に気持ちが伝わるあいさつをしている。

あてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない
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教員 あなたは、クロームブックを家庭学習に役立てることができるように指導している。

生徒 あなたは、クロームブックを授業や家庭学習に役立てている。

保護者 お子さんは、クロームブックを家庭学習に役立てている。

" 1偽巫鵡姻躙紐 7m 訟鴎 100¥

旦亡詈言言：言I1 -: [ ]r ：ー□·三—一：言
mあて1ままる 0だいたいあて1ままる 0あまリあでままらない ■あて1まま汐Jい

9● ●● ●  ● ●-........_....-•-•一．．．．．．．．—··_............

保護者 ホームページやお知らせメール、各種たより等は、学校の活動や情報を知るのに役立っている。

塁言
訊訊姻紐姻瞑 sm 凱 1姻

保11者 |II|1|1|||||l|||1|11||||11|11|||II||IIl1|||||1|||||I|||IIドら 1 1曰虹亨年戸紐醗澤."四門I ：日
mあて1ままる 0だいたいあて1ままる 口あまりあでままらない ■あて1ままうよい

保護者 保護者から学校へ困ったことがあった場合に相談できる雰囲気がある。

曇置
Oll Iぼ 20̀ 30％ 姻 5 0 ' 60!i 7叩紐 9°" 100!, 

保護者 l1| || |ll| | | |1| 1| 11|| || |111| |||| | | | | |1|I.9・呻碑［沿で疇 、］ ：呻呻可己田雫I叶 : 疇
0あて1ままる 0だいたいあて1ままる 口あまリあでままらない ■あて1まま吋Jい

〇 「生徒の生活面に関すること」について

交通ルールやマナーの違守については教員と生徒 ・保護者の間に大きな捉え⑰崖いがあることが分かりましにその違

いの原因を明らかにするとともに、生徒自身が場面に合わせて適切な判断ができるよう、指導を継綿的に行う必要があり

ます。また、持ち物の管理については、否定的な回答をする教員•生徒 · 保護者が約2~3割でした。学年懇談会等を通 '
して学校での実態を伝え、家庭とも連携しながら、指導方法を検討していく必要があります。

教員 生徒は、交通ルールやマナーを守っている。

生徒 あなたは、交通ルールやマナー（公共交通機関の利用の仕方、自転車の乗り方、歩道の歩き方）を

守っている。
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教員 生徒は、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができている。
生徒 あなたは、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができている。

保護者 お子さんは、持ち物の管理（忘れ物をしない、物をなくさないなど）ができている。
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だいたいあてはまる
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2 今後の取組について

これらの結果を基に学拠附而を行い、以下のことを意識して、教育活動を行っていくことを確認しましt.:,,

0 「学校生活全般」 「授業への取組」について

洛学の痴鹿靡に応じたキャリア学習を描佳していくとともに、今後も継続して主体性の高まりを目指サ寃餡形E

を進めていくこと。

0 「クロームブックの利用」や 「情報発信」について

・クロームブックの使い方について、学級や学年で継続した指導を行っていくとともに、生徒会活動等を通して、イ

ンターネットとの付き合い方について生徒に考えさせていく取組を進めていくこと。

•各教科担当でクロームブックを活用した授業や家庭学習について実践研究む佳めること。
・三者懇談会等だけでなく、生徒の変化について、早い朗堵で学校と保護者が共有できる関係づくりに努めること。

0 「交通マナー」 「持ち物の管理」について

•これらの場面において本校の目指す生徒像を生徒と改めて共有し、粘り強い指導を行うこと。

• 生徒会活動を中心に、生徒発信型の意識向上の取組を引き続き図っていくこと。



【資料D】

保護者各位

令和7年3月3日

富山大学教育学部附属中学校

校長山根 拓

令和6年度学校評価の結果について

向春の候皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

日頃、本佼の教育活動にこ理弊とご協力をいただき、誠にありがとうございます。・

さて、 10月に行った生徒・保護者・教員を対象としたアンケートを基に、今年度の学校評価を行いましt;:.,その結果の概

要と今後の取組についてお知らせいたします。今後はこの結果を生かし、本校の教育活動がさらに充実したものになるよう

努力してまいります。

記

1 今年度のアンケート結果より

0 「学校全般に関すること」について

9割以上の生徒が学習規律を守り、学習内容を理解して意欲的に授業に参加できていると回答し、目標をもって学校生

活を送っている生徒も8割をこえました。 2学年の 「キャリアデザインキャンプ」を核とした、キャリア教育等を通して、

将来につながる学び芍頚庚をさせてきた成果は表れています。 一方で、授業で自分の考えを述べたり、クラスで討議した

りして、自分の考えを深めていると回答する生徒は8割に及ばないという結果が出ています。日々⑬寃叢を基盤として、

より主体的な生徒を育成していくための手立てについて、これからも生徒の姿を基にした授業研究等を継続して行ってい

きます。

生徒 あなたは、目標をもって学校生活を送っている。

保護者 ・お子さんは、目標をもって学校生活を送っている。
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生徒 あなたは、授業において自分の考えむ述べたり、クラスで討議したりして、自分の考えを深めている。
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0 「クロームブックの利用」と 「情報発信Jについて

クロームブックをルールを守って利用しているかについては、良好であると答えた保護者が9割近くいることから家庭

においても概ね正しく使用できていると考えられます。家庭学習に役立てていると回答する生徒 ・保護者は7割をこえ、

教員の家庭学習への活用についての指導ができている割合も昨年度から増加しましたっ授業での学習指導と関連付けて、

家庭学習にクロームブックを活用してきた成果が表れています。生徒がクロームブックを学習ツールの一つとして効果的

に活用していることがうかがえます。今後も、生徒や教員にとってクロームブックが学習ツールの選択肢の一つであるこ

とを意識して、その有効性を確かめながら活用していきます。

「ホームページやお知らせメール、各種たより等は、学校の活動や情報を知るのに役立っている」と回答する保護者の

数値が昨年から上がり、グーグルクラスルームによる情報確認がさらに定着してきたと考えられます。来年度以降もグー

グルクラスルームによる連絡や情報発信を活用していきます。一方で 「保護者から学校へ困ったことがあった場合に相談

できる雰囲気がある」と回答する保護者は8割程度でしナこ 家庭で気付かれたお子様の変化等を早い痴堵で共有できるよ

う、今後も教員と保護者の関係を築いていけるよう努めます。



【資料C】 令和 6年 12月6日

学校評価アンケートについての考察
附属中学校教務部

「学校全般に関すること」について・---......-- - -.............. .. .._.......--............... ................ ...-•-... ..—••• 

09割以上の生徒が学習規律を守り、学習内容を理解して意欲的に授業に参加できていると回答

し、目標をもって学校生活を送っている生徒も 8割を超えた。キャリア教育等を通して、将来に

つながる学びや経験をさせてきた成果は表れている。一方で、授業で自分の考えを述べたり、ク

ラスで討議したりして、自分の考えを深めていると回答する生徒は 8割に及ばない。授業を基盤

として、より主体的な生徒を育成していくための手立てについて、生徒の姿を基にした授業研究

等を継続して行っていく必要である。.......................................................................—·····---......-..............................-•- -............._.....-- --••-—•-

・く全体集計＞より、「あてはまる」「だいたいあてはまる」と答えた生徒は、質問5-1 （学習規律）

は91. 0%、質問 5-4 （授業参加）は 94. 2%、質問 5-6 （目標をもった学校生活）は、 8

3. 7％、質問 5-3 （授業で考えを深める）は 75. 2％である。

「クロムブックの利用」について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・..................-.............. ----- --....... _..... . ----------.................... 

0クロムブックをルールを守って利用しているかについては、良好であると答えた保護者が9割近
くいることから家庭においても概ね正しく使用していると考えられる。家庭学習に役立てている

と回答する生徒・保護者は 7割を超え、教員の家庭学習への活用についての指導ができている割

合も増加し、授業での指導と関連付けて、家庭学習にクロムブックを効果的に活用してきた成果

が表れている。生徒がクロムブックを、学習ツールの一つとして活用していることがうかがえる。

今後も、生徒や教員にとってクロムブックが学習ツールの選択肢の一つであることを意識して、

その有効性を確かめながら活用していきたい。 ＇ -................ .........,....... ・,.. ・....._.. ・........  ・・ ・・・・ ・・・・・・・ 

・質問 1-5 （クロムプックのルール順守）についてく全体集計＞より、「あてはまる」「だいたいあて

はまる」と答えた生徒は 93. 6%、保護者は 87. 1％であった。
・質問 1-6 （クロムブックの家庭学習利用）についてく全体集計＞より、「家庭学習に役立てている」

に「あてはまる」「だいたいあてはまる」と答えた生徒は 78. 8 %、保護者は 75. 0%、「役立て

るように指導している」と答えた教員は 75. 0％であった。 ・

「情報発信」について--------- ------ ------- -------------- -- ------ ----------- ---------------- ---- -- ----- -----・ ・- --
0「ホームページやお知らせメール等、学校の活動や情報を知るのに役立っている」と回答する保

護者の数値が昨年と比較して上がっている。グーグルクラスルームによる情報確認が定着してき

たと考えられる。一方で「保護者から学校へ困ったことがあった場合に相談できる雰囲気がある」

と回答する保護者は8割程度である。三者懇談会に限らず、家庭で気付かれた生徒の変化等を早

い段階で共通理解できるような関係を教員と保護者の間で築いていけるよう努めていきたい。---------------- - -------------- -------- - ----- ---------- --------- ------------ ------------------- -----------------------
・質問3-3（学校からの情報伝達）についてく全体集計＞より、「あてはまる」「だいたいあてはまる」

と答えた保護者は 91. 9％であった。質問 3-1（相談できる雰囲気）について、 「あてはまる」「だ

いたいあてはまる」と答えた保護者は 82. 8％であった。

「生徒の生活面に関すること」について

I゜妥通i戸j--i詞テニる蓮尋i•こうーし＼そば教員と生遥·ーー保護薔©面iミ天き直廷違いがある］生徒―
自身が場面に合わせて適切な判断ができるような指導を継続的に行う必要がある。また、持ち物

の管理については、否定的な回答をする教員・生徒・保護者が約 2~3割であった。学年懇談会

ー等窒通戸笠絃ての実態登伝え、＿＿＿家庭と主連罷＿しーーながら、翡導方法老検討□いきたい3.---------------]
・質問 5-8（交通Jレールの順守）について、く全体集計＞より、「あてはまる」「だいたいあてはまる」

と答えた生徒は 98. 9％に対し、教員は 70. 0％であった。

・質問 5-7 （持ち物の管理）について、く全体集計＞より、 「あてはまらない」 「あまりあてはまらな

い」と答えた生徒は 19. 9%、教員は 25. 0 %、保護者は 32. 2％であった。

「見通しをもった仕事と引継ぎの充実」について--------- ------------ ------------ ---------------------------------------------------- -------------- --- --------------------------- ----------- ------------
0企画立案の際、ほとんどの教員が自分なりの工夫・改善を図っている。教員の異動の間隔が短く

なったことで引き継ぎが難しくなってきた反面、それぞれの教員が自分たちでよりよい教育活動

を目指して工夫する機会が増えている。今後は、これまで新型コロナの感染対策のために変更さ

れた事柄等について、特に生徒が関わるものは今一度活動内容を吟味して、生徒のためにより有

効な企画となるよう立案していくようにしたい。• •• ••• •• • •• •• • • • • ·· ...—·········· • • • 
・質問 4-3についてく経年比較資料＞より、 95. 0％の教員が「あてはまる」「だいたいあてはま

る」と回答している。


